
図２．弾性振動による
非破壊強度評価システムの概略図

図１．測定原理の概略図

図３．内部摩擦測定装置(試料保持部)

研究概要
　試料を弾性振動させると弾性率を評価できる
だけでなく、その減衰過程から内部摩擦や減衰
能を評価できます。さらに、内部摩擦を精密測
定してその振幅依存性を調べることにより、応
力－歪曲線を得ることができます。つまり試料
を振動させるだけで、弾性定数、減衰能、変形
応力を同時に非破壊で評価できるのです。
　　 
背景・従来技術
　一般的な材料強度の評価方法は破壊試験であ
るため、同一試料を繰り返し使用できず、試験
の回数分の試験片が必要になります。また、高
減衰能材料では、高強度と高減衰能の両立が重
要ですが、従来この 2つの性質は別々の装置を
用いて測定する必要がありました。

特徴
　内部摩擦測定を応用すれば、弾性定数、減衰
能、変形応力を同時に非破壊で測定できるため、
単一試料で変形応力の温度依存性を評価できる
など、効率的に材料の機械的性質を評価するこ
とが可能になります。特に、減衰能と変形応力
が 1回の測定で同時に評価ができることは、高
減衰能材料の開発において有効です。
　
実用化イメージ
　試験片は装置にマウントするだけです。電磁
駆動等で共振振動させた後に自由減衰させ、そ
の間の減衰振動を検出し、検出された振動信号
は独自プログラムを組み込んだ解析用ＰＣによ
り自動解析されます。
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・本評価法で得られた結果の検証
・一般技術者向けの測定装置開発
・共振および減衰測定の自動化

・内部摩擦測定装置
・ビッカース硬度試験器
・引張試験機
・内部摩擦データ解析プログラム
・高温圧縮試験機

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　企業との共同研究の実績として、基板上の金属薄膜の弾性率評価があります。本技術では、材料の
減衰能と強度特性を同時に調べることができるので、今後は高減衰能材料の開発において重要な技術
になると考えています。
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